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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、大学生の文章産出（特に、論作文等、意見の主張等論理的思考力を伴う文章の産
出）の際に必要な書き手のメタ認知（メタ認知的知識）に着目し、文章産出時における活用が
文章産出活動や産出文章に及ぼす影響を検討した。その結果、産出文章の得点に上昇が見られ
た書き手と下降が見られた書き手が存在したものの、双方の書き手ともに、メタ認知的知識を
活用しようとしていたことが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Purpose of this study is to examine the effect of paying attention to meta-cognitive 
knowledge on essay writing activity and text undergraduate students produced. Results 
showed the followings; (1) the increase and decrease of the score of the essay varied 
according to the students, however, (2) they tried to make use of items of 
meta-cognitive knowledge when writing an essay. 
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１．研究開始当初の背景 
 先行研究において、文章産出を行う場合、
書き手は「内容」「構成」「修辞」に関わる何
らかのメタ認知的知識を持っており、それら
を実際の文章産出時に使用していることが
示唆された。そのため、書き手（特に大学生）
の文章産出スキルを高める上で、「内容」「構
成」「修辞」に関わるメタ認知的知識の中身
を明らかにし、それらを実際の文章産出時に

活用できるような何らかのシステムを構築
することが必要である。また、書き手がその
システムを活用して実際の文章産出活動を
行うことも重要であろう。しかしながら、先
行研究においてはメタ認知の構造化につい
てはこれまで Berninger ら（1996）や﨑濱
（2003）において行われてきたくらいであり、
他の知見ではあまり検討がなされてこなか
った。また、Berninger ら（1996）の場合は
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文章産出活動（プランニング、文章産出、推
敲）に関する事項に限定した尺度を、﨑濱
（2003）の場合は情報伝達文を対象として
「伝わりやすさ」「読み手の興味・関心」「簡
潔性」といった、文章産出活動を包括した尺
度を作成していた。そのため、本研究で扱う
ような論作文を対象としたメタ認知の構造
化に関する検討はあまり見られない。ただし、 
Butcher & Kintsch(2001) 、石岡（2004）で
は、論作文採点に係る評価観点として「内容」
「構成」「修辞」の３側面を挙げており、こ
れらの事項は文章産出の際に書き手が活用
していると思われることから、これらの側面
に対応したメタ認知的知識に関する項目を
収集した上で尺度を作成し、論作文等の文章
産出の際に書き手が重視している事項を検
討することは必要不可欠かつ急務な課題で
ある。また、大学生の書き手が本研究によっ
て開発された尺度を活用し、自身の文章産出
スキル育成を図ることができるためのシス
テムの構築、実際の運用も必要不可欠である。 
 
２．研究の目的 
 上記の問題点を踏まえ、本研究では以下の
事項について検討を加えた。 
(1)文章産出プロセスにおける書き手のメタ
認知的知識の中身および構造の検討 
（尺度作成を含む） 
(2)メタ認知的知識重視度合いを測る尺度の
項目を実際の文章産出時に活用するための
システムの構築 
(3)論作文産出時にメタ認知的知識を活用す
ることが書き手の文章産出活動や産出文章
に及ぼす影響の予備的検討 
 
３．研究の方法 
(1)論作文産出に関する書き手のメタ認知的
知識の側面に関する検討（2009 年度） 
 先行研究を基に、論作文産出に関する書き
手のメタ認知的知識の側面に関する検討を
行った。文献収集にあたっては、文章産出時
における書き手の意識、産出文章の評価に関
する文献等、できるだけ多領域の文献を収集
した。 
 
(2)論作文産出に関するメタ認知的知識の構
造の検討（2009 年度～2011 年度） 
①メタ認知的知識に関する項目の収集 
先行研究のレビューを踏まえ、論作文産出

に関するメタ認知的知識の構造を検討する
上で必要な項目の収集を行った。本研究が主
に大学初年次を対象にすることを想定して
いたため、まずは高等学校国語科教科書にお
ける意見文や小論文産出に係る留意事項を
抽出した。その際には、本研究で用いる「内
容」「構成（論理構成）」「修辞」の側面を反
映する項目を抽出した。 

②メタ認知的知識の構造の検討 
 収集項目を精査し、大学生（主に大学初年
次生）を対象にした調査を行い、論作文産出
時におけるメタ認知的知識の構造を検討し
た。 
 
③メタ認知的知識重視度合いと産出論作文
の得点との関連の検討 
 メタ認知的知識の構造の検討に加え、メタ
認知的知識各事項の重視度合いと産出論作
文の得点との関連を検討した。 
 
＜メタ認知的知識重視度合いの検討＞ 
・各々の項目について、論作文産出を行う場
合のどの程度行うのかを７件法で質問 
（１：まったくあてはまらない～ 
 ７：非常によくあてはまる） 
・質問項目については、②のメタ認知的知識
の構造を検討するのに用いた項目（計 46 項
目）に、＜産出論作文の得点＞中に示す JESS
の採点基準と関連のある事項（７項目）を加
えた計 53 項目を用いた。 
 
＜産出論作文の得点＞ 
・メタ認知的知識重視度合いに関する調査に
参加した大学生を対象に論作文課題を行
い、課題によって産出された文章を JESS
（石岡，2003）によって採点した。 
（修辞/論理構成/内容各側面について５ 
点満点） 

 
④メタ認知的知識重視度合いを測定するた
めの尺度の作成 
 メタ認知的知識重視度合いと産出論作文
の得点との関連の検討結果を基に、メタ認知
的知識重視度合いを測るための尺度を作成
した。 
 
(3)メタ認知的知識重視度合いを測る尺度の
項目を実際の文章産出時に活用するための
システムの構築（2012 年度） 
 メタ認知的知識重視度合いを測る尺度の
作成とともに、尺度中の項目をチェックリス
ト化した。次に、文章産出課題を行い、課題
によって得られた文章の得点を算出した。そ
の上で、チェックリスト中の項目のうち、産
出文章の得点の低い側面に関連する項目を
チェックし、次に行う文章産出課題の際には
書き手はチェック項目に留意しながら文章
を産出することが可能になるようにした。 
 
(4)論作文産出時にメタ認知的知識を活用す
ることが書き手の文章産出活動や産出文章
に及ぼす影響の予備的検討（2012 年度） 
 (3)におけるメタ認知的知識の活用システ
ムを利用し、論作文産出時にチェックリスト
中のチェック項目を活用することで、書き手



の文章産出活動や産出文章に何らかの変化
が見られるのかどうかを検討した。期間は３
ヶ月で、論作文課題（文章産出活動）はこの
中で３回行った。 
まず、３ヶ月の初期と終期にメタ認知的知

識重視度合いに関する調査を、文章産出活動
直後にはメタ認知的知識活用度合いに関す
る調査を行った。そして、活動終了後、チェ
ック項目提示前/提示後の文章産出活動に関
する質問紙調査を行い、文章産出活動に関す
る変化について検討を加えた。産出文章につ
いては、JESS を用いて修辞/論理構成/内容の
各側面を得点化した（５点満点）。 
 
４．研究成果 
 ３．の研究の方法で述べた各事項について
検討を加え、以下の結果を得た。 
(1)論作文産出に関する書き手のメタ認知的
知識の側面に関する検討（2009 年度） 
 先行研究の検討の結果、論作文産出に関す
る書き手のメタ認知的知識の側面として、
「内容」「構成」「修辞」の側面を見出した。 
 
(2)論作文産出に関するメタ認知的知識の構
造の検討（2009 年度～2011 年度） 
①メタ認知的知識に関する項目の収集 
高等学校国語科教科書における意見文や

小論文産出に係る留意事項を抽出し、これら
の項目について TRUSTIAを用いて分類を行っ
た。その結果、10 のカテゴリーが得られたが、
その中の３カテゴリーがそれぞれ「内容」「構
成（論理構成）」「修辞」の側面を示した。 
 
②メタ認知的知識の構造の検討 
①で収集した「内容」「構成」「修辞」の側
面の項目を用いて、大学生を対象に、論作文
を産出する際にメタ認知的知識各事項をど
の程度用いるか（行うか）を尋ねた。しかし、
調査によって得られたデータを用いて因子
分析を行ったところ、「意見・主張・考えの
伝わりやすさ」「文章自体の伝わりやすさ」
「全体の構成の明確さ」の３側面が抽出され、
本研究で想定している「内容」「構成」「修辞」
の３側面とは異なる結果が得られた。 
 
③メタ認知的知識重視度合いと産出論作文
の得点との関連の検討 
④メタ認知的知識重視度合いを測定するた
めの尺度の作成 
②の結果を受け、メタ認知的知識各事項の

重視度合いと産出論作文の得点との関連を
検討することとした。大学生を対象に、メタ
認知的知識重視度合いに関する質問紙調査
および論作文課題を実施した。そして、両者
の結果について、各項目―産出論作文の得点
間の相関係数を算出し、最終的に、７項目を 
抽出した（修辞４項目、構成（論理構成）２

項目、内容１項目）。 
 
(3)メタ認知的知識重視度合いを測る尺度の
項目を実際の文章産出時に活用するための
システムの構築（2012 年度） 
(4)論作文産出時にメタ認知的知識を活用す
ることが書き手の文章産出活動や産出文章
に及ぼす影響の予備的検討（2012 年度） 
 ３ヶ月間で３回の文章産出活動を行い、そ
の初期―終期におけるメタ認知的知識重視
度合い、文章産出活動直後におけるメタ認知
的知識活用度合いに関する調査を行った。ま
た、２回目の論作文課題の採点結果（JESS に
よる採点結果）を基に、低得点の側面に関す
るチェックリスト項目にチェックを行い、採
点結果とともに書き手に返却した。そして、
３回目課題実施時にチェック項目に留意す
るよう教示を行った。結果は以下の通りであ
る。 
・メタ認知的知識重視度合い、およびメタ認
知的知識活用度合いの評定値自体には初
期―終期間で変化は見られなかった 

・２回目論作文課題―３回目論作文課題間に
おいては、チェック項目に係る側面の得点
が上昇した書き手、下降した書き手が見ら
れた。しかし、文章産出活動に関する質問
紙の回答結果を検討したところ、文章の得
点が低下した書き手、上昇した書き手とも
に、チェックリスト中の項目を反映させて
文章産出を行おうとしたことが記述され
ていた。本実践検討は予備的検討のため、
こうした書き手のチェックリストの事項
を反映させて文章産出を行うことによる
書き手の産出文章の変化を検討するには
さらに調査対象者や文章産出回数を増加
させることが必要である。しかしながら、
チェックリスト提示前後のみ予備的に検
討を行った本検討においても、書き手はチ
ェックリストを反映させようとしていた
ことは示された。このことは、本研究にお
けるチェックリスト（チェックリスト中へ
のチェック事項）提示の効果を示唆してい
ると考えられる。 
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